
 

 

 

 

 

 

 

 

 

CSWご挨拶：明けましておめでとうございます、午年にちなんで勢いよく前進しましょう！ 

 

 

 

● 災害ボランティアセンターの機能 
災害ボランティアセンター（以下：災害VC）は被災地を支援 
したいボランティアと支援を必要とする住民をつなぐべく、
住民からのニーズに併せてボランティアの調整を行います。 

● 災害ボランティアセンターサテライトの機能 
大規模災害発生時にメインとなる災害VCの機能を補完し、 
被災地に密着した支援を行うための活動拠点です。 

● 当日の運営訓練の内容 
ボランティア役として市民の皆さまにもご参加いただき、①ボランティアの受付、②活動内容の説明、 
③依頼内容とボランティアのマッチング、④資材準備や貸出手順の確認などを行いました！ 

災害発生時の社会福祉協議会の役割について 

飯能市では社会福祉協議会が災害VC（および災害VCサテライト）の設置、運営を担当を行います。
また、被災された方のお困りごとに併せ、各種専門機関と連携した支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

吾野コース  第2＆4金曜日 

① 吾野地区行政センター 10:50～ ⑤ スクールバス日用橋停留所 12:40～ 

② スクールバス間野停留所 11:20～ ⑥ 花桐諏訪神社 12:55～ 

③ スクールバス旧北川小停留所 11:45～ ⑦ 旧南川小学校 13:20～ 

④ しんやの車庫 12:10～ ⑧ 大蔵山自治会館前 13:50～ 

※年末年始、祝日、荒天時は中止となります 

商品のお取り寄せ＆取り置きのご相談➡ふくしの森ステーションあがのまで 

ご存じですか！？ 

令和7年度 飯能市災害ボランティアセンター運営訓練 レポート
災害ボランティアセンター および サテライト の設置訓練を開催しました！

日時：2025.11.30（日  場所 飯能市総合福祉センター 

セブン-イレブン日高下川崎店×社会福祉協議会の移動販売 

 

社会福祉法人飯能市社会福祉協議会 （奇数月発行） 
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飯能市内の地域福祉に関する素敵な活動や取組みを
ふくしの森ステーションのCSW(コミュニティソーシ
ャルワーカー)が取材・発信していきます

親子サロン「うさぎ組」
   突撃取材レポート。

住　所：飯能市茜台1-2-12
開室日：月・木・金 10:00～15:30
　　　　土　　　　 10:00～12:00
　※毎月1日にInstagramでお知らせします
対　象：0歳～おおむね就園前のお子さんとご家族
問合せ：☎070-4223-8779（さくらい）
　　　　✉usagigumi1212@gmail.com

【公式LINE】

【Instagram】

親子サロン「うさぎ組」の情報 ※ご予約は、右の公式LINEの二次元 ➞
コードを読み込み、お申込みください。

参加費：0歳150円   ／ 1歳から200円
　　　　大人1人無料／大人だけ100円
          （お子さん2人目から1人100円）
            ※お茶、おやつ、教材費等
持ち物：着替え、ハンドタオル、
　　　　おむつ(おしり拭き、ビニール袋)

自分でやりたい　  ひとりでできるよ　  という気持ちを大切に自分でやりたい　  ひとりでできるよ　  という気持ちを大切に

‟想い″が‟実現″へとつながり、うさぎ組が誕生

 美杉台フェスタ2025出店へ行ってきました

まるで実家にいるような、ホッとできる居場所

  ここはたくさんの目で見守っていただ
けるので安心して、実家にいるみたいに
 くつろげる場所です。

   双子ちゃんママの声

　親子サロンうさぎ組は、市内茜台の自宅に開室
して10年目を迎えます。
　代表の櫻井さんは保育士時代から「お子さんと
ママが一緒に過ごせる時間を大切にしてもらいた
い」「育児中のママが孤独を感じないようにした
い」「誰かと会って楽しくお話ができるように安
心安全な場所を作りたい」という想いを抱かれて
いました。その想いを受け止め、実現につながっ
たのは、飯能市社協に相談したことがきっかけで
した。
　それから、CSWはもちろんのこと、地域福祉
推進組織「あさひやまライフネット」や、さまざ
まな方々ともつながり、活動されています。

　小雨が降る中、地区担当CSWと一緒に訪れた会
場は大勢の皆さまで大変賑わっていました。うさ
ぎ組のブースには、お孫さんたちが楽しそうにお
手伝いされており、ご家族の支えも受けながら、
うさぎ組は活動されていると感じました。
　店名は、「子どもたちが心がはずんだ時に『イエ
ーイ！』とハイタッチをする手がモチーフになっ
ています。
　

茜台の自宅に開室され、もうすぐ10年目を迎える
うさぎ組さんを取材しました

店名‟ High Five Kids ″うさぎ組店名‟ High Five Kids ″うさぎ組

　うさぎ組は、年齢が近いお子さんが楽しく一緒に遊
ぶ時間を経験でき、ママにとっては、まるで実家にい
るようなホッとできる、そんな地域の居場所です。
　ママにはきちんと栄養を摂ってもらいたく、櫻井さ
んが愛情を込めて「炊き込みご飯」を作り、持ち帰っ
てもらっているのも、なんだか実家みたいですね。
ぜひとも、親子で遊びに行ってみてはいかがですか！

筆者：久米CSW
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